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昭和３９（１９６４）年に北海道立水産試験場は１本

場４支場制を廃止し５水産試験場が設置され、北

海道区水産研究所とも組織的に完全分離したこと

が背景にあるためか、これ以降では北水試百年こ

ぼれ話シリーズの④と⑤（北水試だより８０号と８１

号）で紹介したような大人数の職員集合写真は図

書室の資料に残されていません。むしろ写真機が

庶民一般に普及する中で、職員同士の親睦会やレ

クリエーション活動での記念写真が主流となり、

組織としていわゆる写真屋さんにお願いする集合

写真は廃れていったものと思います。

今回は、昭和４０年代と５０年代の職員集合写真を

紹介します。実は昨年、北水試だより８０号で紹介

した昭和１４年の職員写真（判明した方の氏名明記）

に写っている職員が祖父ではないかという方から

「若い頃の写真がないのでHPに掲載されている写

真より解像度の高いものを提供してもらえないか」

との問い合せがありました。一方、北水試だより

８１号に掲載した昭和３０年の職員写真については、

人数が多いため氏名を掲載せず、中央水試１階ギャ

ラリーに氏名入りの写真を展示していることを紹

介しましたが、展示の入れ替えなどにより、この

展示資料は行方不明となり未だ発見できていませ

ん。記録として書き残す時に残しておかないとこ

ういう運命になるものだと痛感した次第です。そ

こで、今回は写っている方のお名前も明記するこ

とにしました。

さて、ひとつ目は、昭和４５年頃と思われる「稚

内水試（稚内市）と天北農試（現在の上川農試天

北支場、浜頓別町）の職員交流会」の記念写真で

す。平成２２（２０１０）年８月に行われた稚内水試開

設１００周年記念イベント（北水試だより８２号参照）

の一環で集めたもので、OBの富田恭司氏提供の写

真です。早速、上川農試天北支場の木曽誠二支場

長に氏名判別を依頼したところ、浜頓別町在住の

OBが大変懐かしいと喜んでくれて農試関係の１３名

の名前が判ったと連絡してくれました。貸し切り

バスの前での記念写真で、富田氏によると天北農

試内で撮ったものと思うとのことでした。道立時

代には、試験研究機関同士の組織および職員の連

携の場として「道立試験研究機関連絡協議会（試

連協）」というものがあり、道内の各地区でこうし

た異分野の試験研究機関同士の交流がありました。

札幌地区から遠く離れた宗谷地区で試験研究機関

同士が絆を深めていた、そんな時代の一コマです。

ふたつ目は、北水試百周年記念誌（２００１）の「思

い出集」の章（５７１頁）に掲載されている「第１回

北水試野球大会（昭和５４（１９７９）年、釧路市）」の

写真です。ここに写っている多くの申年生まれ（昭

和３１年度）の職員は平成２８年度末で６０歳の定年を

迎えるのですから、月日の経つのは早いものです。

たかだか３７年前の写真ですが、個人的に行ったこ

ともあり、臨時職員の方もいるので全員の氏名を

確認するのに１０年もかかってしまいました。写真

撮影者は当時釧路水試所属の小笠原惇六氏です（ま

だセルフタイマーなどの装置も付いていなかった
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ため撮影者は写っていません）。

５水試４試験調査船の合計９チームが１年に１

回、９月の連休前後を活用した１日だけの全水試

的な野球大会（従って１チーム２試合、優勝は勝

利数と得失点差で決定、夜は懇親会）を各水試持

ち回りで開催するというもので、道内の道路網の

整備や自家用車の普及という背景があったものの、

かなりな情熱と努力無くしては始められなかった

と思います。当時は全国どこの企業・役場にもい

わゆる草野球チームがあり、朝野球など盛んに行

われていた時代でもありました。

その後、水試の野球大会は道立水産孵化場や水

写真１ 稚内水試と天北農試の交流会記念写真（昭和４５年頃）、斜線の人物は水試関係者
１：高橋昇、２：小野田豊、３：大崎亥佐雄、４：西田昭寿、５：佐々木勝、 ６・７：不明、８：高橋やす子※、９：森
田昇、１０：渋谷賢仁、１１：不明、１２：瀬川哲雄、１３：不明、１４：南薫、１５高木元成、１６：不明、１７：小杉寛夫、１８近藤平八、
１９：大久保照明、２０西村春雄、２１寺井孝司、２２福田敏光、２３：古間木光弘、２４：盛和美、２５：鈴木正治、２６：不明、２７：田
澤伸雄、２８：土倉勇、２９：山上正弘、３０：関口久雄、３１：坂本宣崇、３２：佐藤真知子※、３３：藤井敬子※、３４：高倉正臣、
３５、尾崎※、３６：富田恭司、３７：大久保（照明氏の娘）、３８：不明、３９：阿部岩雄、４０：石黒貞二、４１：大島浩、４２：橋本健
司、４３：佐々木義雄、４４：川合義春、４５：川嶋孝省、４６：奥村純一、４７：加藤健仁、４８：小林幸男、４９：北守勉、（敬称略、
※印は臨時職員）
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写真２ 第１回北水試野球大会記念写真（昭和５４年、釧路市河畔球場にて）
１：堀内政宏、２：阿部英治、３：小鳥守之、４：八木弘幸、５：田村真樹、６：富田恭司、７：新原義昭、８：阿部剛、
９：大堀忠志、１０：竹沢邦明、１１：金子博実、１２：白山一雄、１３：川嶋宏樹、１４：川辺雅紀、１５：田端隆、１６：安保裕司、
１７：高橋昇、１８：大久保照明、１９：渡辺登、２０：福原※、２１：尾崎※、２２：池田※、２３：渡辺智視、２４：西紘平、２５：宮本
建樹、２６：松山恵二、２７：谷掛要三、２８：今村琢麿、２９：宇藤均、３０：清河進、３１：福田国会、３２：宮川卓磨、３３：太田昌
大、３４：宮下高治�、３５：布川好見、３６：牧野稔、３７：角田富男、３８：高丸禮好、３９：川又龍二、４０：石黒貞二、４１：永谷
厚、４２：金子孝、４３：佐藤敬三、４４：阿部朝雄、４５：相内与一郎、４６：川嶋孝省、４７：北口孝郎、４８：佐野満廣、４９：丸邦
義、５０：菊地和夫、５１：一杉哲朗、５２：加藤健仁、５３：塚田重、５４：古間木光弘、５５：水島敏博、５６：杉田弘之、５７：干場
（妹）※、５８：干場（姉）※、５９：滝沢佳澄※、６０：本間※、６１：小池幹雄、６２：村上幸一、６３：臼杵睦夫、６４：鞍留国男、
６５：我妻久、６６：大坂昌博、６７：中山信之、６８：成田幸春、６９：高橋玄夫、７０：山下豊、７１：鳥谷部憲男、７２：中田淳、７３：
佐崎邦弘、７４：佐々木孝雄、７５：中村勝己、７６：畑山稔、７７：島崎利春、７８：杉本卓、７９：坂本正勝、８０：田島健一郎、８１：
大島浩、８２：佐々木義雄、８３：�敏、８４：上田利幸、８５：中山伸二、８６：小林秀哉、８７：甲地一嗣、８８：山崎寿彦、８９：飯
塚※、９０：野俣洋、（敬称略、※印は臨時職員）

産技術普及指導所チームも加わって継続されまし

た。こうしたイベントは、全道に分散している職

場への愛着感や一体感の醸成並びに人間関係の潤

滑油としての効果があったと思います。しかし職

員の高齢化、余暇の多様性による野球部員の減少、

持ち回り事務局や移動にかかる負担や交通事故の

リスク面等から、平成２１（２００９）年の第３１回大会を

もって終了しました。ちょうど平成２２年の道立試

験研究機関の独法化の前年という組織改革の節目

にもあたっており、ひとつの時代が終了したと言

えるのかもしれません。

平成２８（２０１６）年の日本プロ野球では、北海道

日本ハムファイターズが１０年ぶりに日本一に輝き、

大谷翔平選手のリアル二刀流が話題となり、北海

道は大いに盛り上がりました。しかし一方で、業

績不振による道内社会人硬式野球部の休部など、

特に団体競技のスポーツ界をめぐる環境は厳しい

ものとなっています。こうした写真が「旧き良き

時代」と言われないような世の中であって欲しい

と思っています。

（吉田英雄 水産研究本部企画調整部

報文番号 B２４１１）
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